
                         

      
           

     

          
                         

            

        
      

         

      
                               

                         

  
        
      

航空宇宙プロジェクト型教育による理工系人材の育成 

愛知県立愛知総合工科高等学校  

田渕 英樹 

 

 

１  研究の目的  

愛知県を中心とする中部地域は、日本の航空機部品生産額の約５割を占める航空宇宙産

業の一大拠点である。   No.1 航空宇宙産業 ラ タ 形成特区推進協議会の試算によ

れば、  ッ 機の需要は 2041 年までに約 1.7 倍に増加すると予測される。この需要増加

に対応するため、航空機・宇宙機器の生産機能の拡大・強化が進められており、企業集積な

どの環境整備が進行中である。しかし、人材の確保が喫緊の課題となっている。 

本研究では、地場産業である宇宙産業を教材として研究活動に取り入れ、先端技術や宇宙

利用に触れる機会を提供することで、高校生の好奇心や探究心を刺激することを目指す。そ

の過程で発見された課題を工学技術で解決することを通じて、理工学人材に必要な課題発

見能力及び課題解決能力の育成を図る。本      を通じて、地域連携および高大連携

教育を強化し、日本の工業技術発展に寄与する理工系人材育成の教育カリキュラムを構築

し、その実践と検証を行う。 

 

２  研究の概要  

（１）研究組織 

   本研究では、学科や学年の枠を超えた      チ ム「         First 

Step       」を立ち上げ、生徒が主体的に活動できる組織を構築した。課外活動

に位置付け、学習の成果を科目『課題研究』や、関連部活動での成果発表にも活用できる

ようにすることで、多様性のあるメ バ と、継続的で組織的な指導を行うことを目指し

た。また、外部メ タ として５つの大学から専門家を招き、      に対する定期

的かつ継続的な支援を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１          FirstStep        組織図 

（２）研究の手法と日程計画及び活動内容 

   研究は表１の活動 ケ ュ ルに基づいて実施した。なお、対象は      チ ム

のコ メ バ （CM）、      メ バ （PM）、サポ  メ バ （SM）とし、適宜

募集している有志メ バ は除く。 



表１ 活動 ケ ュ ル 

日程 イベ   備考 対象 

４月 キッ オフミ ティ グ 

      別グル  の構築  

         （HB・CS・OR） 

共通認識の構築 

ハイブリッド ケッ グル  （HB） 

模擬人工衛星グル  （CS） 

 ウ リ チ活動グル  （OR） 

CM,PM 

PM 

５月 各      の課題発見活動  

 

 

（HB）北海道大学との HBR 勉強会 

（HB・CS）名城大学との学生交流会 

（HB）ハイブリッド ケッ の打上げ  

（CS）模擬惑星探査機の開発 

（OR）年２回の ウ リ チ活動 

（HB）ハイブリッド ケッ の勉強  

大学生との協働実験会打合せ 

PM 

PM 

PM 

CM 

PM 

６月 各      の探究活動 研究課題に対して探究活動を実施  PM 

７月 （HB・CS）名城大学との共同実験会 

 

（CS）名城大学との学生交流会 

（HB） イ  ド機のフィ ルド試験  

（CS）模擬人工衛星のフィ ルド試験  

（CS）惑星探査機実験の打合せ 

CM,PM 

CM,PM 

CM 

８月 （HB）愛知工業大学での製作講習 

（OR）航空宇宙ワ  ショッ 実施 

（HB） ケッ     の製作 

（OR）小中学生向けワ  ショッ  

PM,SM 

CM,SM 

９月 各      の探究活動 

（HB）愛知工科大学との交流会 

（CS）名城大学との惑星探査機実験  

研究成果に対してのフィ ドバッ  

（HB）C＆DH 系シ テムの勉強会 

（CS）惑星探査機実験 

 

PM 

CM,PM 

10 月 （HB）中部大学との交流会 

（HB）HBR     燃焼試験 

(HB)燃焼試験についての技術指導 

(HB)メ タ として中部大学教授を招聘 

CM 

CM,SM 

11 月 (HB・CS)学会活動 日本航空宇宙学会での成果発表  CM 

12 月 各      の中間発表 

(OR)ワ  ショッ の成果発表 

科学三昧 in あいちでの成果発表 

 (OR)AIT サイ   大賞での成果発表 

CM,PM 

PM 

１月 (HB・CS)成果発表会への参加 あいち宇宙イベ  での成果発表  CM 

２月 各      の探究活動 研究成果に対してのフィ ドバッ   

３月 （OR）航空宇宙サイ   教室実施 （OR）小学４年生向け出前授業実施  CM,SM 

 

３  研究成果の分析と考察  

（１）ハイブリッド ケッ グル  （HB）の      と学習効果について 

   HB では、ハイブリッド ケッ の打ち上げを目標とした取り組みを実施した。表２に

      チ ムの大枠を示す。コ メ バ ５名、      メ バ ４名で、燃

焼実験の際にはサポ  メ バ も募集してハイブリッド ケッ の開発に取り組んだ。

小型モデル ケッ の製作を通じて設計思想やものづくりのノウハウを学び、大型モデル

 ケッ で確認を行い、最終的にハイブリッド ケッ の製作まで行うことができた。こ

の活動での教育効果の分析として、コ メ バ の興味関心の推移を図２に示す。また、

研究の成果は日本航空宇宙学会にて活動報告として学会発表を行なった。 

 

 



表２ ハイブリッド ケッ グル  について 

系統別シ テム 教育活動の詳細 外部メ タ  

    燃焼系 熱力学を中心とした推進力獲得のための

設計計算から    の製作 

北海道大学 

愛知工業大学 

機体構造系 構造力学と航空工学を中心とした、到達

高度 50m を目指した機体設計から製作 

名城大学 

C＆DH 系 通信・情報工学を中心とした非修理系シ

 テムの構築 

愛知工科大学 

 ケッ 燃料系 化学を用いた ケッ 燃料の開発  中部大学 

 

 

 

 

 

 

   図２ コ メ バ の興味関心の推移    図３ ハイブリッド ケッ      

（２）模擬惑星探査機グル  （CS）の      と学習効果について 

CS では、自立走行する模擬惑星探査  バの開発を目標とした取り組みを実施した。

表３に      チ ムの大枠を示す。コ メ バ ５名、サポ  メ バ ２名で、

大学との共同実験の際にはサポ  メ バ を募集し、惑星探査  バの開発に取り組

んだ。モデル ケッ に搭載できる CANSAT の開発で情報通信系のノウハウを学び、それ

を車両に艤装していくことで惑星探査機としての完成を目指した。この活動での教育効

果の分析として、コ メ バ の興味関心の推移を図 4 に示す。また、研究の成果はあい

ち宇宙イベ  にて発表し、最優秀賞を受賞した。 

表３．模擬惑星探査機グル  について 

系統別シ テム 教育活動の詳細 外部メ タ  

Ｃ＆ＤＨ系 通信・情報工学を中心とした GPS 測位に

よる自立走行 ルゴリズムの実装  

名城大学 

車体構造系 テ セグリティ構造を用いた模擬惑星探

査機車両の開発 

名城大学 

 

 

 

 

 

 

 図４ コ メ バ の興味関心の推移    図５ 惑星探査機の高大共同実験の様子 

（３） ウ リ チ活動グル  の      と学習効果について  

  OR では年に２回、小中学生を対象とした航空宇宙を題材とするワ  ショッ を開催し

た。コ メ バ ２名と      メ バ ５名が企画し、運営には多くのサポ  メ 



バ を募集してワ  ショッ を実施した。これらワ  ショッ の教育効果を研究し、そ

の成果を AIT サイ   大賞で発表し、優秀賞を受賞した。 

表４  ウ リ チ活動グル  について 

企画イベ   教育活動の詳細 外部連携 

航空宇宙 enjoy ワ  ショッ  夏休みを利用した自由研究応援ワ 

 ショッ  

地域の小中学生 35 人 

航空宇宙 enjoy サイ    

＆     リ グ教室 

小学４年生を対象とした、理科×も

のづくりの出前授業 

日進市立梨の木小学校 

（４）      チ ム全体での学習効果について  

  すべての      では、図６のようなＶモデルによるマネ メ  を推奨してきた。

特に技術やノウハウが必要な活動初期には、導入教育としてティ チ グ指導を行い、活動

中期以降はコ チ グによるフォ  を実施した。これにより教育効果が高まり、生徒の主

体性を確保し、生徒自身の力で      を成功させることができた。その満足感が図２

や図４の結果に繋がったと考えられる。 

 

 

 

 

 

図６ Ⅴモデルによる      マネ メ   図７ 愛知総合工科高等学校のポ ショ  グ 

 

４  今後の課題と展望  

本校の教育資源である高大連携協定や企業連携を活用し、地域産業である航空宇宙産業を題

材とした      を多くの生徒を対象に実施した。また、 ウ リ チ活動も取り入れる

ことで、対象生徒の知識を深化させるとともに、ものづくりの魅力を地域へ発信することもで

きた。概ね、この１年間の目標を達成することができたが、より教育効果を高めるためには、

試行錯誤の回数を増やす必要があると考えている。基本的には OODA ル  の考え方を基に、

よく観察し、生徒自身で方向付けを行い、実際に作り、実験し、その成果を観察することを繰

り返すことで試行錯誤を行ってきた。しかし、「作る」作業に時間を取られることは、本活動

のコ セ  と離れてしまうため、本助成金により３Ｄ リ タなどを導入し、ワ  時間短

縮を目指した環境も構築してきた。今後もこの活動を加速させ、高いレベルで生徒たちが試行

錯誤できるような      型学習を実践していきたいと考えている。 
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